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今から約100年前、明治中期の日本に18年間滞在 し

たフランス人画家ジョルジュ ・ビゴー(1860～1927)

は、諷刺画家、風俗画家、そして雑誌記者や報道写真

家 として活躍 し、数多 くの作品を残 しました。

ビゴーは、挿絵画家 として活躍 していましたが、日

本美術愛好家 との交流などを通 じて、浮世絵の国、日

本への憧れを抱き、明治15年、21歳の時来日しました。

はじめ、陸軍士官学校などで、図画やフランス語

を教えながら、墨絵や書道などを学び、次第に日本

の生活 と文化に通 じて行ったビゴーは、生活の為に、

「おはよ」、「また」、「クロッキ ・ジャポネ」などの銅

版画集を次々に刊行 してゆきました。これらの画集

には、日本の庶民生活が、好奇 と愛情の眼差 しで、

生 き生 きと描かれています。 明治20年代 になる

と、新聞や雑誌の執

筆や挿絵の仕事が中

心にな り、時局諷刺

雑誌「トバエ」を発刊

して、在 日外国人の

為に、時事問題を扱

い、諷刺画を数多 く

描 きました。これら

の雑誌は、当時の自

由民権運動にも影響

を与えました。

更に、ビゴーは、日

本各地の風俗や事件

の取材を精力的に行

▲侍姿のビゴー 横浜にて、1882年4月 7日

い、 生々しいスケッチを数多く残 しています。明治

27年 に、「ザ・グラフィック」紙の特派通信員 として、

日清戦争に従軍取材 し、朝鮮庶民の姿や従軍兵を描

写 し、日本人が描かなかつた虐げられた人々や戦争

の暗部を鋭 く表現 しています。

ビゴーは、 日本の政治などを諷刺 もしましたが、

日本に深い愛情を持つていました。 しか し、 日清戦

争以降、日本は次第に軍国化 し、官憲による言論ヘ

の圧迫 も強まり、ついに、外国人居留地の撤廃が決

定されます。「古 きよき日本」はビゴーにとって、「い

たたまれない日本」へ と変貌 していきました。明治

32年、彼はついに日本を離れ、帰国 しました。

フランスでは、彼の日本の諷刺画が、一時人々の興

味を引いた ものの、次第に世間から忘れられてゆき

ました。ビゴーは、余生を過ごしたパ ソ郊外、ビエー

ブルのア トリエにある日本庭園で、絵筆を握ったま

ま世 を去 りました。67歳で した。

本展は、フランスの遺族の方々が所蔵 していた作品

を中心に、油彩、水彩、スケッチ、デ ッサン、版画、ポス

ター、ア/L/バム、書簡など400点近 くの大部分が未公

開の作品で構成されます◇画家、ジャーナ リス トとし

てのビゴーの全体像を再認識するうえく 初めての本

格的な回顧展です。

渋谷区は、昭和60年 5月 パ ソ市六区 との間に文化

交流協定を結び、同年H月 には「パ リ市六区の三美術

館所蔵、エベール・ドラクロワ・ザ ッキン エベールの

絵画初公開 」の記念特別展を開催するなど文化交流を

継続 しています。ビゴーが通った美術学校、帰国後住 ん

だ場所は、パソ市六区にありました。本展は、日本におけ

る展観終了後、パ リ市六区区役所においてフランスで も

初公開されます。日本とフランスのかけ橋 となったビゴ

ーの展観が、渋谷区とパソ市六区で相ついで開催される

ことは、両区の文化交流にとって喜ばしいことです。
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万延元年(1860)

明治 5年 (1872)

明治 9年 (1876)

明治14年(1881)

明治15年(1882)

明治 16年(1883)

明治 17年(1884)

明治18年(1885)

明治19年(1886)

明治20年(1887)

明治21年(1888)

明治24年(1891)

明治26年(1893)

明治27年(1894)

明治28年(1895)

明治30年(1897)

明治32年(1899)

明治40年(1907)

日召禾日21F(1927)

ビゴ…略年譜

官史オーギュスト・ビゴーの子 として、パ ソに

生 まれる。母デジレは画家であった。

美術学校に入学、カロソス ・デュランらか ら指

導を受ける。

美術学校を中退 し、新聞や雑誌の仕事をする。

暮、マ/L/セイユを出発、21歳。

1月 26日に横浜港に到着する。フーク家に滞在。

その後、陸軍士官学校の画学教師を勤め、市ヶ

谷の佐野家に移 り住む。少女マスに出会 う。

最初の銅版画集 「あさ」「おはよ」を出版。

陸軍士官学校の契約期限が切れる。

雑誌 「トバエ」(第一次)を 刊行。

中江兆民の仏学塾でフランス語を教 える。
「改進新聞」などの諸新聞雑誌 にさ力`んに挿絵

をか く。

銅版画集 「クロッキ 。ジャポネ」発行。

時局諷刺雑誌 「トバエ」(第二次)を 中心に諷刺

画家 としての本格的な活動を始める。

磐梯山噴火の被害を取材 し、スケッチをする。

濃尾大地震の被害の取材に行 き、写真に撮 り、

スケッチをする。

シベ リア と中国を旅行する。京都へ行 く。

7月 、佐野マスと結婚。日清戦争が起こり、「ザ ・

グラフィック」紙の特派通信員として朝鮮に行く。

慮、子ガス トン。モー リス生 まれる。「ショッキン

グ ・ォ・ジャポン」発行。

このころ画集、本を多 く出版。

マスと別れ息子を連れて6月 に帰国 (居留地撤

廃の lヶ 月前)40歳、暮にマルガ リット・デプ レ

と結婚。
パ ソ郊外ビェーブルに移 り住む。

ビユーブルにて死去 67歳

▼諷刺画絵葉書 アジア

支配を夢みる日本

▼吉原 ・遊女半身像 1898年 ベン、色鉛筆

▼中江兆民像 水彩

l・軽 業 師 水彩、ベン ▼諷刺画絵葉書 王たちの別荘暮 し他



■講 演 会

4月 18日l■1 2:00～4:00

「ビゴー と明治 日本」

日本仏学史学会会員 清 水  勲 氏

5月 2日 l■1 2:00～4:00

「ジャポニズムか らジャーナ ソズムヘ

画家  ジョルジュ・ビゴー」

ラクロワ・レベヌマン紙 東京特派員

エ レーヌ・コ7L/ヌヴァン氏    4階

■美 術 相 談
美術作家を招き、皆さんの作品を見ながら、

技術指導や相談を行います。美術史・美術図書の相談

にも応 じます。

★相談日時 。相談員

4月 26日lEl)午後1:00～4:00

暫諄 ξLi寧 覆昏

“

星倉尻

家 滝沢 具幸氏
  地下1階

洋画家 遠藤 原三氏/版 画家 畑農 照雄氏

☆申込方法 事前に電話で相談内容をお知 らせ くだ

さい。

☆料  金 入館料のみ

■美術映画会
★ 4月 19日(日)午 後2:00～3:00

「ショッキング・オ・ジャポン

ービゴーが見た明治日本一」

★ 5月 5日 例 午後2:00～4:00

「プラド美術館」

地下2階

松濤美術館 。平面図

(第二会場)
サロン

ミユーゼ2階

1垂墜裂曇)(〔:::'

頚池)i

●会  期

●休 館 日

※連体にとも

●開館時間

●入 館 料

昭和62年 4月 7日 ω～ 5月 17日(日)

第 2日 1程日及び他の週の月曜 日 祝 日の翌 日

なにヽ、会期中の体館日は、以下のとおり変更されます。

4月 12日 (日)020日 (月)。27日 (月)

5月 6日 l■l～ 10日(日)

午前 9時 ～午後 5時 (ただ し入館 は 4時 30分)

イ国 ノか` 団 体 (20人以 上 )

般 200円 160円

小 中学 生 100円 80円

図内案


